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みんながつながる社会を目指して
香川県・丸亀市立城西小学校・五年
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(みやわき),宮脇)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(あんな),杏奈)
　家でお母さんとニュースを見ていた時です。六才の女の子がジャングルジムから落ちて亡くなったというニュースがながれて、悲しい気持ちになりました。お兄ちゃんと公園で遊んでいて、ジャングルジムから落ちたといっていました。私もジャングルジムで遊ぶことがあるし、こわいなと思いました。
　ニュースでは、何があったのか調べるといっていたので、気になって何日かニュースを見ていると、その後で、実は、お兄ちゃんの暴力で亡くなっていたということがわかりました。お兄ちゃんは十七才で、妹の世話がつらかったそうです。
「どうして…ひどい。」
私は六才の女の子がかわいそうで、それ以上何も言えなくなっていました。でも、お母さんは、
「二人ともかわいそうに。」
と言いました。私は、かわいそうなのは妹でお兄ちゃんはひどいというと、お母さんは、
「だれか周りに助けてくれる人や、たよれる人がいたら、こんな事にはなってなかったかもしれないじゃない？」
と答えました。
　私にはわかりませんでした。なぜかというと、私には四つ上のお姉ちゃんがいて、時にはおたがいにイライラしてしまう事もあるけど、たたいたりたたかれたりなんて、考えられないからです。
　私は、家族だけではなくて、人をたたいたりけったりしたことはありません。でも、もし私が、このお兄ちゃんの立場だったらどうだろうと考えてみました。
　私が十七才の高校生で、夏休みになって、宿題がたくさんあったり、友達と遊びたかったりしたら、どうだろう。今の私よりも、もっといろいろやりたいことがたくさんあるのに、毎日小さな妹の面どうをみて過ごしていたらどうだろうと思いました。イライラしておこったり、たたいたりしたくなるかもしれません。そう考えた時に、お母さんの言葉が少しわかったような気がしました。
　私には、お父さんやお母さんがいて、いっしょに暮らしていなくても、おじいちゃんやおばあちゃんがいます。コロナでなかなか会えなくなっているけれど、電話で話すと、色々なことを喜んでくれて、ほめてくれます。いつも私たちのことを大切に思ってくれているのがわかります。
　そして、私の通う小学校では、地域の人が通学路を一緒に下校してくれたり、見守ってくれたりしています。あいさつをするとにこにこしてあいさつを返してくれます。見守ってくれているという事は、大切にしてくれているという事だと思います。
　地域の人には、城西まつりというお祭りをひらいてもらったり、八朔だんご馬という伝統行事を見せてもらったりしています。私はこの町と、つながっているのだと感じています。
　小学校での私は、自分からたくさん話しかけるのは苦手です。でも、学校では、担任の先生だけじゃなく、ほかの先生も声をかけてくれて話をします。校長先生には、登り棒の新しい遊び方を教えてもらったこともあります。友達はもちろんだけど、先生ともつながっているのだとわかりました。
　あの兄妹には、だれもいなかったのかもしれません。
　人は、だれかとつながっている事で、困っている時に相談したり、助け合ったりしていくことができるのだと気が付きました。そして、大切に思われていることで、人を大切に思うことができるのだと思いました。
　犯罪や非行の無い明るい社会は、みんながつながりをもって、支え合うことでできていくのだと思います。
　今の私には、社会を変える力なんてないけれど、あいさつをしたり、がんばって自分から話しかけたり、小さな事ならできます。そして、ひとりひとりの小さな力が、いつか、犯罪や非行のない明るい社会に変えていくのだと信じています。
法務省“社会を明るくする運動”中央推進委員会主催
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